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公益財団法人イオンワンパーセントクラブ 

 

 

４/１（金）～４/４（月）「生物多様性研修 in 屋久島」を開催 
Ｃ.Ｗ.ニコル氏が子どもたちへ環境に関する特別講義を実施 

 

 

公益財団法人イオンワンパーセントクラブ（以下、当財団）は、４月１日（金）～４日 

（月）に鹿児島県屋久島で「生物多様性研修 in 屋久島」を実施します。 

 

本研修は、当財団が２００３年より実施している、中学生を対象に環境保全に関する意

見を募集する「環境作文コンクール」の入選者を招待するもので、次代を担う子どもたち

が環境問題をどのように解決していくべきかを自然環境の中で考える機会として、これま

でにドイツやタスマニアで実施してきました。 

本年度は昨年度に引き続き、世界自然遺産としても名高い鹿児島県屋久島で実施し、 

コンクール入選者４０人の中学生と、マレーシアでイオン チアーズクラブの活動を行って

いる子どもたちの中から選抜された４人の中学生が参加します。 

屋久島は、約２,０００ｍにもなる高低差により温帯、亜熱帯、亜寒帯など多様な気侯が

共存しており、樹齢１,０００年を超える屋久杉をはじめ原生の天然林が多数現存し、参加

する中学生たちが豊かな自然を体感しながら生物多様性についての理解も深められる場所

として最適です。 

このたびのプログラムでは、環境保護活動家・探検家のＣ.Ｗ.ニコル氏にもスペシャル

ゲストとして初めてご参加いただき、「生物多様性への取り組み・未来へのメッセ―ジ」を

テーマとする特別講義を実施いただきます。またそれを受け、子どもたちがグループ討議

を行い、意見交換を通じて理解を深めます。 

このたびの研修を通じて、子どもたちが現地で学んだことを持ち帰り日常生活にいかす

とともに、ご家族や知人の方々へ伝えることにより、自然環境を大切にする想いの環が 

広がっていくことを願っています。 

 

当財団はこれからも、次代を担う子どもたちの健全な育成を支援していくために、環境

教育などさまざまな活動を実施してまいります。 

 

 

【「生物多様性研修 in 屋久島」について】 

日 程：４月１日（金）～４日（月） 

場 所：鹿児島県屋久島 

参 加 者：中学生「環境作文コンクール」入選者４０名、マレーシアからの参加者４名 

プログラム：４月１日（金） ウェルカムセッション 

（予定）          屋久島の概要と生物多様性についての講義 

４月２日（土） 屋久杉ランド トレッキング 

大川の滝見学、西部林道観察、志戸子ガジュマル園見学 

「研修センター７０００年の森」をナイトハイク 

４月３日（日） うみがめ館・いなか浜見学、屋久杉自然館見学、 

けい水産(屋久島産トビウオの燻製の製造・販売企業)見学 

屋久杉工芸品見学・屋久杉箸作り体験 

Ｃ.Ｗ.ニコルさん特別講義 

テーマ：生物多様性への取り組み・未来へのメッセ―ジ 

グループ討論～屋久島で学んだことを持ち帰るには 

４月４日（月） 研修全体の振り返り、まとめ 

終了 

 

 

 

 



ご参考   公益財団法人イオンワンパーセントクラブの主な事業内容 
 

◆次代を担う青少年の健全な育成に資する事業 
  

 ＜イオン チアーズクラブ＞ 

地域の小中学生の環境保全活動を支援。毎年夏に全国大会を開催。 

 ＜中学生環境作文コンクール＞ 

環境問題に関する作文を募集し、優秀な作文提出者は生物多様性研修に参加。 

 ＜ＡＥＯＮ ｅｃｏ-１グランプリ＞ 

全国の高校 及び高校生のエコ活動を顕彰し、エコ活動の輪の広がりを支援。 

 ＜学校建設支援＞ 

アセアン各国で子どもたちの教育環境の整備を支援。全国で実施した募金に 

ほぼ同額を上乗せし、小学校校舎建設と附属設備の設置及び教員養成を支援。 

 ＜セーフウォーターキャンペーン＞ 

学校建設を支援した地域で汚濁水を生活用水に使っている地域に、浄化した 

給水施設を設置することで子どもたちを健康面と教育面から支援。 
 

【学校建設支援】 

 

 

 

 

 

 

◆諸外国との友好親善の促進に資する事業 
  

 ＜ティーンエイジ アンバサダー＞ 

海外と日本の高校生が相互交流を通じ、互いの伝統文化への理解とグローバルな  

視野を持つことを支援。 

 ＜アジア ユースリーダーズ＞ 

アジアの高校生・大学生が一堂に会し、開催地の社会問題への解決策を議論し政府 

へ提案することで多様な価値観への理解を深めることを支援。 

 ＜イオン スカラシップ＞ 

アジア各国で学ぶ大学生へ奨学金を給付し、次代を担うリーダーの夢の実現を支援。 
 

【ティーンエイジ アンバサダー】 

 

 

 

 

 
 

◆地域社会の持続的発展に資する事業 
  

 ＜ふるさと未来支援＞ 

日本各地に伝わる固有の伝統文化の継承と普及を支援。 

 ＜災害復興支援＞ 

大規模自然災害に見舞われた地域と人々の復興と復旧を支援。 

 ＜公益法人への支援＞ 

弊財団の設立主旨に見合う活動を行う公益法人を支援。 
 

【ふるさと未来支援】 
 

 

 

 

 

 

＊活動の詳しい内容はこちら（https://www.aeon.info/1p/）をご覧ください。 

ネパール新校舎 ミャンマー新校舎 新校舎に喜ぶ子どもたち 

ミャンマーで托鉢体験 中国での授業体験 首相官邸訪問 

よさこい祭り イオン ふるさと発見伝 イオン すくすくラボ 

https://www.aeon.info/1p/

